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イントロダクション Introduction

読者の皆様のおかげで本誌は，記念すべき 800号を迎えることができました。800号を記念し，こ
れまでの軌跡をたどる意味を込めて，歴代会長の巻頭言を再掲いたします。初代の茅誠司会長から前
の有馬朗人会長まで，6名分の巻頭言の一部を取りまとめました。世界や日本でのアイソトープ・放
射線利用を取り巻く時代の変化を感じていただけるかと思います。
＊小林誠現会長の巻頭言は 2023年 1月号に掲載しております。こちらをご覧ください。

写真　初代会長茅誠司氏の書
現在，日本アイソトープ協会駒込本部の第三会議室に
展示されている

（1955年 1月号）

表　日本アイソトープ協会歴代会長

名　前 任　期

初代会長 茅　　誠司 1954年 5月～1988年 11月

第 2代会長 山村　雄一 1988年 12月～1990年 7月

第 3代会長 中尾　喜久 1990年 7月～2000年 5月

第 4代会長 小田　　稔 2000年 5月～2001年 3月

第 5代会長 吉川　弘之 2002年 5月～2008年 2月

第 6代会長 有馬　朗人 2008年 5月～2020年 12月

第 7代会長 小林　　誠 2022年 6月～

過去の Isotope Newsはこちらから！
協会ホームページ「会員マイページ」からログイン
し ,「広報誌」内の「Isotope Newsライブラリー」を
クリック！
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（1981年 2月号）
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（1990年 10月号）

800 号　こぼればなし

1952年 7月 1日に第 1号を発行してから 800号
までの 73年間，様々な先生方に執筆いただきま
した。また，数々の連載もありました。その中で，
今も編集事務局内で「毎号どうやって編集作業
をしていたんだろう……」と恐ろしく思ってし
まうのが「ポンチ画談義」です。

1971年 3月号から 1973年 3月号まで「放射
線管理」をテーマに吉沢康雄先生（東京大学医
学部）が 25回執筆してくださいました。吉沢
先生の教えもさることながら，ポンチ画が一ひ
ねり，二ひねりされていて素晴らしいのです。
Adobeの illustratorや電子メールも無く毎月発行
していた時代，紙に描いて郵便でやり取りして
いたはずです。新聞の連載小説の挿絵画家のよ
うに時間的な制約があった中，プロ顔負けのポ

ンチ画を作成されていたのは，日本原子力研究
所の野口正安先生，と先輩方から聞かされてい
ました。野口先生は放射線測定の大家で，今で
も読み継がれている名著「放射線応用計測―基
礎から応用まで」の著者でもあります。残念な
がら野口先生は 2019年 1月に亡くなられたので
すが，ここに野口先生のポンチ画の一部を紹介
します。
ところで「放射線管理」シリーズは大好評だっ
たようで，第 2シリーズとして「放射線測定（1975
年 1月号～ 1976年 12月号）」，第 3シリーズと
して「RIの工業利用（1977年 1月号～ 1979年
12月号）」があります。当協会の会員ページで
は第 1号から公開しておりますのでぜひご覧く
ださい（事務局）。

1975年 3月号「いたずら者の陽電子消滅？線」 1975年 7月号「パルス・ア・ラ・カルト（その 1）」
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Oda Minoru（（社）日本アイソトープ協会会長，東京情報大学学長）

思いがけなく日本アイソトープ協会の会長に就任する
ことになりました。先日，協会の懇親会で，昔からのお
なじみの方々にお目にかかりました。少々昔話をさせて
頂きます。

私は，戦争中から戦争末期にかけて，阪大の菊池研究
室で原子核を研究する学生でした。そのころから阪大の
菊池研究室と，理研の仁科研究室とはいわば兄弟のよう
な関係にあったことを思い出します。共にわが国の戦前
のサイクロトロンを仕上げて原子核の研究に励んでいた

ものです。そんなこともあり，また仁科先生，朝永先生，武谷先生，武見先生，
茅先生方とのご縁もあって，自らかえりみて適任とは思えない会長の職をお引き
受けすることになった次第です。
戦後になると，両研究室は共にサイクロトロンは失ってしまいました。学生だ

った私は，原子核の研究はあきらめてマイクロ波の研究と宇宙線の研究に打ち込
みました。そんな事からボストンの MIT と縁ができました。MIT には戦争中，
マイクロ波の研究所ができていました。これは後で知ったことですが，静岡県島
田町にあった，日本の海軍の電波の研究所とある意味ではとてもよく似た研究所
でした。島田の研究所には，朝永，小谷，萩原先生方がおられ，私も学生，大学
院生としてお手伝いしていました。そのころ夢見ていたことが今日では人工衛星

「はるか」を使ったスペース VLBI 観測計画，俗称 VSOP として実現しています。
また MIT は戦後には宇宙線研究のメッカになっていました。私はここで宇宙

線研究の大御所ロッシ先生のお手伝いをして宇宙線の仕事をはじめました。まず
私が仰せつかった仕事は，1 平方メートルという，当時としては巨大なシンチレー
ション検出器を作ることでした。これはトルエンに POPOP という紫外線を可視
光に変換する薬品を混ぜて作りましたが，これがボストンから西に 30 km 程の
森の中で，多分落雷か何かがあったのでしょう，発火するという事故を起こし
てしまいました。これがきっかけになって，アメリカでも日本でもプラスチック
シンチレーターができることになったのでした。こうして 2 平方メートルという
大きなプラスチックシンチレーターができることになりましたが，またうんと小
さなシンチレーターも作りました。小さなサイコロのようなシンチレーターを作
って，その中にポロニウムを埋め込むのです。そうすると，小さなパルス光源を
作ることができます。こんなことをしていましたが，まだシンクロスコープなど
は商品化されていませんでしたから，自分で工夫して作っていたような時代でし
た。この間の懇親会で，そのころからの顔見知りの皆さんとお目にかかって，こ
れからの世紀にむかって新しいことをしていこうと，もういい年になっています
が，はりきっているところです。
よろしくお願いします。

シンチレーターとの出会い
小 田 稔
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Yoshikawa Hiroyuki（（社）日本アイソトープ協会会長，日本学術会議会長）

昨年 9 月に国際科学会議（ICSU）の会長の職を終え，
今は少しほっとしているところである。ICSU は自然科
学系の国際学会連合 26 と，各国の科学アカデミー 85 と
を会員とする世界的な組織であり，1931 年設立である。
その歴史である 70 年は，科学が急速な発展を遂げると
同時に，その利用も広範化した時代である。そしてまた，
戦争に次ぐ冷戦があり，その中で科学も翻弄された。

ICSU の哲学は，科学は中立を守るべきものであり，
その結果として人類にとって本質的に有用な知恵を提供
できるというものである。戦争や冷戦の時代には，科学

者が中立を守ることがむずかしい状況があっただけではなく，現実に拘束され自
由を失った者もいた。ICSU は，その救出にも努力してきたのである。そして現
在，民主的な政治が主流となり，科学者も自由となったが，科学的知識の適用結
果として生じる予期せぬ脅威や，研究の企業化による成果発表の制限など，解決
すべき新しい課題が次々と出現し始めた。これらに対応するのが最近の ICSU の
使命である。
会長に選出されたとき，それまで会長を務めたノーベル化学賞受賞者 W. Arber

博士は私に，会長の心得として「世界の科学者の代表であることを意識し続ける
こと」だけでよいと言ったのである。そのとき私は，何か大きな責務を負ったよ
うな気がすると同時に，意識は決意によって持つことができると考えたのだった。
しかしそれからの 3 年間，その直感が甘過ぎたことを思い知らされる。「科学者

の代表であること」の意識には，その前提に膨大な現実的問題の解決が随伴して
いたのである。何十にも及ぶ ICSU ファミリーと呼ばれる委員会の議論に一貫性
を与えること，一般社会，とくに国連と科学者コミュニティの間の関係を作り出す
こと，社会科学などの国際組織との連絡をとること，パリにある事務局の職員が，
真に科学者達の ICSU における活動を支援することなど。これらは発足当初から
の高い理想を，現代という新しい状況の中で実現するために必要な改革である。
そして昨年の 9 月末，リオデジャネイロでの総会で，これらの課題実現のため

の数多くの改革案を提出することになる。その 1 週間にわたる孤独な司会は，生
まれて初めての経験と言っても言い過ぎでないくらい，骨の折れる作業だった。
70 年の歴史，さらに最近では環境問題における主役的な役割を果たすなど，大
きく重い実績を持つ組織を，実績を超えてさらに新しい力を発揮するために変え
るのは容易ではない。9 月までの半年程，提案をどう組み立てるかを考え続けて
総会に臨んだのであったが，最終的に全提案を通すことができた。
そして今，日本アイソトープ協会の実績と今後の課題との関係を，リオでの経

験と重ねて考えているのである。社会は変わる。科学も変わる。その中で協会の
意義はますます大きくなるが，踏み出すべき次の一歩を，皆さんと共に探り当て
ていきたいと考えている。

伝 統 と 改 革
吉 川 弘 之
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巻　頭　言

1Isotope News 　2009 年 1 月号

　一昨年（2007年）7月 16日に新潟県中越沖地震が発生し，柏崎刈羽原子力発電所が

被害にあった。マグニチュード 6.8であり，しかも発電所の近くはマグニチュード 7

であったと言われるくらい，大きな地震であった。にもかかわらず運転中の 4基の原

子炉は，設計どおり，制御棒が炉心にすべて挿入され自動的に停止した。そして急速

に冷温停止に移行した。更に点検の結果，7基すべての原子炉には損傷が認められな

かった。これは原子力発電所内の重要施設は岩盤の上に設置されていたこと，構築

物・施設が堅牢な剛構造であったことによっている。残念ながら変圧器やろ過水タン

クのような常用施設の一部が，一般的な地表面上に建てられていて，地震のため損傷

を受け，火事を起こして大事故のごとく報道された。

　更に原子力発電所から地震後，放射能を持った水が海へ流れ出し，柏崎の海が大き

く汚染されたと報道された。そのため昨年の夏は海水浴の客は極めて減少し，柏崎の

海産物も売行きが著しく減り，柏崎の観光業及び漁業は大きな経済的被害を受けた。

　実は 6号機よりの海中への放出も，7号機の排気筒からの空気中への放出も，放出

された放射能の量はごくごく微量なものであった。その量は 6号機からは約 2×

10－9mSv，7号機からは 2× 10－7mSvにすぎなかった。海中へ放出された放射能の量

はラドン温泉の約 9 L程度である。この事実を定量的に分かりやすく正確に，しかも

早く国民に知らせて安心させるべきであった。いかにも大量の放射能が放出されたか

の如き報道はしてはならなかった。仮にしてしまったときはすみやかに訂正すべきで

ある。報道のみでなく，放射能・放射線を使用する業務についている人々は，放射能

や放射線の強度や，その身体への影響について，正しく国民に知らす努力をしなけれ

ばならない。どこまでも科学的，理性的でなければならない。

　教育の上でもエネルギーや原子力，そして放射能，放射線，アイソトープなどにつ

いて，その危険性のみを過剰に指摘するのではなく，有用性と正しい使用法につい

て，きちんと教育すべきである。

　1999年 9月に起きた JCOウラン加工工場の臨界事故でも，ウランの臨界量につい

てきちんと作業員に教育をしておくべきであった。作業員が濃縮ウラン溶液を均一化

する作業中，使用目的が異なる沈澱槽に国の保安規定に違反し，そもそも違法であっ

た社内マニュアルに更に違反を重ね臨界量以上のウラン溶液を注入したため，臨界事

故が発生して，不幸にして 2名が死亡した。JCOのモラルが欠如していたことが第 1

の原因であり，作業員をきちんと教育しておかなかったことが第 2の原因である。

　ここで科学技術についての教育，特にアイソトープや放射能の教育が技術者や直接

携わる作業員に対してはもちろんのこと，一般国民に対しても必要であることを強調

したい。そして科学技術に携わる機関や会社，そして従業員が技術についてのモラル

を正しく守るべきであるということを改めて自覚したい。

放射能・放射線についての
教育を強化せよ

有馬　朗人
Arima Akito

（日本アイソトープ協会 会長）

（2009年 1月号）
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